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◎
心
配
こ
と
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
１
～
第
４
水
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９
時
～
理
時
　
［電
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窓
口

８
２３
‐
２
６
１
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瞼

0北山隈ミニデイ 保育園児との交流○

11/11北山隈ミニデイでは、菊池

保育園の園児さんを招いて、交流

会を行いました。子どもたちの様々

な踊りやお遊戯、お年寄りと一緒

に手遊びなどを楽しみました。

おもな内容

平成20年度共同募金運動について…・2～4p

保育園事業を開始します。・・5p

平成20年度地域福祉講座…・6～7p

情報のページ…・8～9p

ミニデイのページ…・10p

(大刀洗町社協シンボルマークです。)

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。



平成21年 2月 6日 社協だより

共同募金運難 歳末たす1すあい運動

御協力ありがとうございました。

今回で62回目になりました共同募金運動。今年度も大刀洗町の皆様の協力のおかげで多額の

募金を集めることが出来ました。誠にありがとうございました。

皆様より寄せられました募金は、福岡県共同募金会に一度集められ、県内の在宅福祉サービス

の向上のために配分されたり、募金の実績に応じて大刀洗町にも地域福祉の向上のために配分さ

れることになります。

大刀洗町でも、地域の課題解決や福祉団体の活動の充実など、住みやすい地域を住民の力で作

っていける資金として、この募金を有効に活用できますよう努めていきます。

◎
行
政
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
４
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
　
電
話
相
談
窓
口
容

２３
‐
２
６
１
０

また、歳末たすけあい運動につきましても、皆様の

ご協力のもと多額の募金が集まりました。以前の歳末

たすけあい運動は、新しい年を迎える上で支援を必要

とする方々への見舞金等の配布が主でしたが、近年は、

地域の福祉活動の充実のために活用するという方向性

に変わつてきています。これをうけて、今年度は、独

居高齢者への見舞金 (昨年度は3,000円 )を、今年の
6月 から義務化となる火災報知機の配布にいたしました。

これからも、地域のニーズにあった配分ができるよう

努めてまいりたいと思います。 (老人クラブ連合会より共同募金贈呈12/25)

歳木たすけあい運動配分結果

1日現在70歳以上の非課税世帯) 2,750

3,000

5,750

‐
374,000

15,000

389,000

独居高齢者 (平成20年 4月

在宅重度フト身障害児

合
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学童保育所支援

1凸凹の会 (点訳ボランテイア)活動支援

折り紙サロン活動支援

障害者当事者及び家族の会「語ろう会」活動支援 40,000
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◎
い
じ
め
や
困
り
ご
と
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
３
金
曜
日

１０
時
～
１５
時
　
電
話
相
談
窓
口
容
２３
‐
２
６
１
０

募 金 先

冨   多   区
菅   野   区
高   食   区
床   島   区
鳥   飼   区
西   原   区
守   部   区
中   川   区

春

西

栄

稲

高

上

最終募金実績

145,600        700F]× 208戸

128,800        700F]× 184戸

21,000     700円 × 30戸

25,900        700F]×  37戸

73,500        700F]× 105戸

51,100      700円 × 73戸

51,100      700円 × 73戸

31,500      700円 × 45戸

161,000        700F]× 230戸

164,500      700円 ×235戸

162,400      700円 ×232戸

5了,400        700F]× 82戸

59,500        700F]×  85戸

49,700      700円 × 71戸

63,700      700円 × 91戸

42,700     700円 × 61戸

164,500      700円 ×235戸

147,000        700F]× 210戸

69,300        700F]×  99戸

34,300        700F]×  49戸

124,200  700円 ×177戸 +300円

226,800        700F]〉 く324戸

130,900      700円 ×187戸

242,900      700円 ×347戸

251,300        700F]× 359戸

150,600

648,591    125事 業所
1,933

8,441

6,903

14,178

2,591

134,500 太刀洗町役場。議会 他3団体

3,697  町内金融機関 3ヶ所
1,203

40,700

6,000

390

3,700,327

募 金1額

41,600

36,800

6,000

7,400

21,000

14,600

14,600

9,000

46,000

47,000

46,400

16,400

17,000

14,200

18,200

12,200

47,000

42,000

19,800

9,800

34,200

64,000

38,200

69,200

71,400

200円 ×208戸

200円 ×184戸

200円 × 30戸

200円 × 3了戸

200円 ×105戸

200円 × 73戸

200円 × 73戸

200円 × 45戸

200円 ×230戸

200円 ×235戸

200円 ×232戸

200円 × 82戸

200円 × 85戸

200円 × 71戸

200円 × 91戸

200円 × 61戸

200円 ×235戸

200円 ×210戸

200円 × 99戸

200円 × 49戸

200円 × 1了 1戸

200円 ×320戸

200円 ×191戸

200円 ×346戸

200円 ×357戸

2,000

47

766,047

今      区
鵜   本   区
下 高 橋 区

山   隈   区
西 大 刀 洗 区

北 鵜 木 区

北 山 隈 区

太刀洗町老人クラブ連合会

事 業 所 募 金

大 堰 小 学 校

本 郷 小 学 校

太 刀 洗 小 学 校

菊 池 小 学 校

大 刀 洗 中 学 校

職 域 募 金

募   金   箱
一 般 募 金

ドリームまつり風船募金

前   受   金
その他 (預金利息)

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。
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共同募金協力事業所一覧

暁酵素産業∽

⑤秋山組

秋吉酒店

0安曇

⑤安達組

池田歯科医院

0井手商店

井手モータース

井上合名会社

0今上運送

の梅澤

工∃―住宅産業0
いエースハウブング

大場建設

奥野電気工事

オリエンタル白石∽

カイロプラクティック矢永整骨院

かわの歯科医院

北原歯科医院

久保建設0
久保山石油∽

公文式三井冨多教室

0九研機工

∽グランド技研

0グリーン

グリーンフアーム∽

研醸∽

古賀整骨院

コスモス

後藤歯科医院

三共アルミ∽

0サンシ∃ウ

三省塾

◎サンセルフ

セブンイレブン下高橋店

0零建築工房
EII療法人 白石医院
新中九州瓦斯の

新廣瀬商事∽

総合メディカル∽

泰弘産業∽

⑥大誠設備

∽高本設備

の高野環境

いタカモト

0太刀洗産業

大刀洗自動車

大刀洗診療所 (友清明)

大刀洗町誘致企業会

の橘運送

立石蒲鉾

0たなまち園芸場
∽太郎

筑後建設∽

東亜レジン輸

ときあ整骨院

とびうめ信用組合本郷支店

③ドラゴンズ

0中島製作所

中原建設

中原鮮魚店

中原電気∽

⑤中村商店

0中山燃料店

名取医院

西日本オリオン輸

0ニノ宮建設

∽二宮土本

日本アムウェイ∽

日本ドライフーズ∽

野瀬商会

花のいちき

O等)はやしだ

樋□E日刷

樋□食品工業∽

⑤平田機械

0平田設備工業

平田竹材

0平山建設

飛龍酒造∽

⑥広瀬ブロックエ業所

フアミリーマート大刀洗店

福岡第一酒販∽

(資)福山窯業

0二美酒店

∽ふなき製菓

∽フレグランス大刀洗

∽フロムワン

平和クリニック

⑥棚成建設

∽ホクシン

保坂歯科医院

0堀内建設

堀江電気工事0
0本郷運送

毎日自動車0
前田自動車整備工場

馬田商店

松井建設∽

∽マミーズ

三井薬品⑤

Oみいユニフォーム企画

光安建設∽

∽南組

ミニストップ大刀洗下高橋店

ミニストップ太刀洗本郷店

⑤三原精肉店

三原時計店

宮崎洒店

0三輪産業

百助寿し

やぐら

安丸建材店

医療法人 やなぎ医院
0山見屋

∽山本建設建材

0豊自動車

∽ユニオン

∽ユーロトランス

∽吉商

∽レックス

(資)ロォーリング

∽∧コープ九州大刀洗店

auシ ョップ大刀洗

」A全農/31<れん

∽∨MP

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。

◎
母
子
寡
婦
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談
開
設
し
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ま
す
　
第
３
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
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◎
心
配
ご
と
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
１
～
第
４
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
　

電̈
話
相
談
窓

口

容

２３
‐

２
６
１
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保育園事業を開始します
大刀洗町社会福祉協議会では、大刀洗町の町立保育所 (大堰保育所

。本郷保育所)が平成20年

度をもって廃止されることに伴い、要保育児童の保育を確保するため平成21年度から新規に保育

園事業を始めます。

社会福祉協議会が経営することによって児童、保護者の方々に不安を与えないよう準備を進め

ているところですが、厚生労働省から示される最新の「保育所保育指針」ならびに「児童福祉施

られており、民営化によって変わることはあ

どおり町で行われます。

大堰保育園

本郷保育園

定員     所  在  地
60 大刀洗町大字守部465番地5

120 大刀洗町大字本郷899番地1

lf膊鶉湧片干

■
隧
い

一凩

ｒ

一一一一・
一ｉＦ
一　
一協

´
●

一鶉．ｉＦ一一
一

繹盗陶ン眈鰊顆悽鼈躊鰈
平成21年度より新規に保育園事業を開始するにあたり、下記の日程で説明会を開催します。

説明内容は同じですので都合の良い開催日にご参加ください。

2月 10日 (火) 午後 7時30分  憩いの園大堰交流センター

2月 14日 (土) 午後 7時30分  ふれあいセンター

2月 25日 (水) 午後 7時30分  ふれあいセンター

3月 14日 (土) 午後 6時30分  憩いの園大堰交流センター

を正規職員化するなど今まで以上の保育サービスが提供でき

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。
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◎
行
政
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
４
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
　
電
話
相
談
窓

回
公

２３
‐

２
６
１
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畢
麟
一戟
驚
驚
鑢
憑
は
被
徊
艤
蜆
翁

今
年
度
の
地
域
福
祉
講
座
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
伴
う
、
高
齢
者
の
単

身
世
帯
の
増
加
や
、
地
域
と
の
関
係
の
希
薄
化
と
い
っ
た
社
会
的

『
孤
立
』
と
い
う
問

題
を
、

『
地
域
福
祉
』
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
、
誰
も
が

『住
み
や
す
＜
、
住
ん
で
よ

か

っ
た
』
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
づ
＜
り
や
活
動
が
で
き
る
き

っ
か
け
に
な
る
よ
う

に
、
全
４
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
４
回
の
講
座
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
活
動
へ
の
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
か
と
存
じ
ま
す
。

も
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
高
齢

化
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
ど
う
に
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
地
域

を
変
え
る
の
は
行
政
や
企
業
で
は
な
く
、

生
活
者
の
立
場
で
あ
る
住
民
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
こ
そ
が
人

や
ま
ち
を
育
て
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
居
酒
屋
会
議
と
題
し
て
、
住
民

を
対
象
に
幅
広
い
年
齢
層
で
気
軽
に
話

し
合
え
る
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
会

議
の
中
で
、
高
齢
者
が
休
憩
で
き
る
よ

う
な
ベ
ン
チ
の
設
置
を
行

っ
た
り
、
ひ

き
こ
も
っ
て
い
る
高
齢
者
を
ど
う
に
か

外
に
出
せ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
使
い
教
室
を
開
き
、

介
護
予
防
と
商
店
街
の
活
性
化
を
図

っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

■
●

●

一　
・
●
　
地
域
で
活
動
し
て
い

る
人
は
元
気
だ
か
ら
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
逆
で
、
活
動
し
て
い

る
か
ら
元
気
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

活
動
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ま

ち
が
支
え
ら
れ
て
い
く
。

現
在
、

ュ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な

ど
誰
に
で
も
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の

第
１
回

一地
域
鰊
鶴
袖
儡
と
な
一

～
骨
太
な
地
域
づ
く
り
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
の
カ
ル
シ
ウ
ム
エ
房

代

表
　
竹
内
　
裕
二

氏

一
■

●
一
●

●
一　
北
九
州
市
若
松
区
で

活
動
を
行

っ
て
い
る

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

ち
の
カ
ル
シ
ウ
ム
エ
房
』
は
、
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
ま
ち
が
さ
み
し
く
な

っ
て

き
た
若
松
の
ま
ち
を
骨
粗
髪
症
に
な

っ

た
と
例
え
、
人
間
社
会
で
い
う
カ
ル
シ

ウ
ム

（人
間
）
を
育
て
る
活
動
を
平
成

Ｈ
年
よ
り
行

っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

一一

●

一１
１
●

．　
一　
こ
の
若
松
と
い

う
地
域
は
、
炭
鉱
の
町
と
し
て
栄
え
、

人
が
集
ま
り
活
気
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、

石
炭
か
ら
石
油

へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
移

行
し
て
い
き
、
そ
れ
と
と
も
に
町
の
商

店
街
を
中
心
に
衰
退
し
て
い
き
、
現
在

で
は
高
齢
化
率
が
３０
％
を
超
え
る
地
域

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

に
人
の
心
が
介
在
し
な
け
れ
ば
便
利
な

も
の
で
も
不
便
に
感
じ
ま
す
。

人
生
は
活
動
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

些
細
な
こ
と
が
で
き
る
暖
か
み
の
あ
る

『力
』
が
、
地
域
の
福
祉
カ

ヘ
つ
な
が

っ
て
い
く
と
の
で
し
た
。

第
２
回

「支
え
鯰
彦
睦
壌
づ
く
り
と
な
」

～
筑
後
市
の
活
動
か
ら
～

筑
後
市

一
条
行
政
区

福
祉
委
員

仁
田
原
　
鹿
男

氏

筑
後
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
担
当

下
川
　
一暑
美
恵

氏

一一

一

・
一
一

一
一

一
一
一

・一

一一一

・

筑
後
市
で
は
、
小
学
校
区
単
位
で
の

小
地
域
福
祉
活
動
の
母
体
と
し
て
校
区

福
社
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
行

政
区
単
位
で
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
福

祉
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

福
祉
員
制
度
は
、

各
行
政
区
単
位
で

「福
祉
員
」

「福

祉
相
談
員
」

「福

祉
連
絡
員
」
を
設

け
、
住
民
が
主
体

と
な

っ
て
そ
の
地

域
の
困
り
ご
と

（福
祉
課
題
）
を

発
見
し
て
い
た
だ

き
、
解
決
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

織
晰

・
福
祉
員
…
行
政
区
内
の

「福
祉
の
担

当
者
」
と
し
て
民
生
委
員
等
と
連
携
を

と
り
、
福
祉
の
窓
口
と
し
て
福
祉
問
題

を
区
全
体
の
も
の
と
し
て
反
映
さ
せ
る

役
割
。

。
福
祉
相
談
員
…
地
域
住
民
に
対
す
る

福
祉
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
民
生
委
員

等
と
協
力
を
し
な
が
ら
直
接
的
に
福
祉

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
役
割
。

・
福
祉
連
絡
員
…
隣
組
内
に
お
け
る
福

祉
の
見
守
り
役
と
し
て
、
福
祉
問
題
を

発
見
し
た
場
合
に
福
祉
員

・
民
生
委
員

等
に
つ
な
げ
て
い
く
役
割
。

毒
　
・ＦＩＩ‥
●
■
●
―‐――
１１‐‐
，
■
●

１‥―１１‐

筑
後
市
の

一
条
行
政
区
で
は
、
地
域

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者
の
見
守
り
訪

間
を
中
心
に
福
祉
活
動
を
行

っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
平
成
１３
年
よ
り
地
域
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
そ
の
組
織
で
研

修
を
積
み
重
ね
、
平
成
１６
年
よ
り
高
齢

者
の
見
守
り
訪
間
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

見
守
り
訪
間
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、

①
話
し
相
手
②
健
康
状
態
の
確
認
③
ご

み
出
し
の
手
伝
い
④
犬
の
散
歩
⑤
食
べ

物
の
提
供
等
で
、
月
に
２
～
３
回
の
訪

間
を
行

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
２
回
実

施
し
運
営
か
ら
実
施
ま
で
す
べ
て
地
域

度
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
地
域
の

高
齢
者
に
対
す
る
集
団
的
援
助
を
行
い
、

見
守
り
訪
間
に
よ
り
要
援
護
者
の
個
別

援
助
を
行

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、　
一
条
行
政
区
独
自
で
訪
問
記

録
票
を
作
成
し
、
そ
れ
に
伴
い
地
域
で

情
報
を
ま
と
め
、
共
通
理
解
を
行

っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

,電1彎 |‐1

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。
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第
３
回

「菫
害
濾
鸞
す
鶉
瞳
嬢
鰊
艤
え
」

福
岡
県
総
務
部
消
防
防
災
課

事
務
主
査

光
安

　

一
英

氏

災
害
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
。
地
震

・
風
水
害

・
火
災

等
あ
り
ま
す
が
、
被
災
し
た
場
合
は
、

各
個
人
が
世
間
か
ら
隔
絶
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
は
、
災
害
が
起
き
た

と
き
、
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
と
、
ま

ず
は
自
分
が
生
き
残
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
災
害
発
生
後
３
日
間
は

自
分
で
何
と
か
で
き
る
く
ら
い
の
食
料

等
の
確
保
を
普
段
か
ら
し
て
お
く
べ
き

で
す
。
そ
の
上
で
、
自
分
の
家
族

。
近

所
の
方

・
地
域
の
人

へ
と
助
け
合
い
の

輪
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

危
機
管
理
と
は
、
災
害
に
対
す
る
備

え
な
ど
の
過
程
の
積
み
上
げ
で
す
。
災

害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、
普
段
や
っ
て

い
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
も

っ
と

言
え
ば
、
普
段
や
っ
て
い
る
こ
と
も
す

べ
て
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
普
段
か
ら
災
害
に
対
し
て
何
ら
か

の
備
え
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
有
事
の

際
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
に
対
す
る

地
域
で
の
組
織
化
と
、
継
続
的
な
活
動

が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

第
４
回
≡
孤
立
」
さ
せ
な
い

地
域
づ
く
場
と
は
」

～
う
き
は
市
の
小
地
域
の

取
り
組
み
か
ら
～

う
き
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

國
武
　
〓電
一
氏

一　
　
　
　
　
　
　
　
』
＝
＝
ν
ｌｌ
り
声
・

（
１́

「福
祉
」
と
は
と
考
え
た
と
き
、
よ

く
言
わ
れ
る
の
が

「誰
も
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
と
言
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、

「幸
せ
」
と
は
何
か

と
言
わ
れ
た
ら
そ
れ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

ヽ

す
。
で
は
、
逆
に

「幸
せ
で
は
な
い
状

況
」
を
考
え
れ
ば
、
幸
せ
に
な
る
こ
と

は
不
幸
せ
な
状
況
を
解
決
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
を
解
決

す
る
１
つ
の
要
因
と
し
て

「お
金
」
や

「社
会
資
源
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
知
識
と
し
て
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
何

も
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
知
識
を

持
つ
の
は

「自
力
」
で
す
が
、
そ
の
ほ

か
に
身
近
な
家
族
な
ど
に
頼
る

「他
力
」

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
で
き

な
い
人
は
身
近
な
関
係
が
切
れ
て
お
り
、

ま
た
、
地
域
と
の
関
係
も
切
れ
て

「孤

立
」
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
は

「不
幸
せ
」
か
ら
立
ち
直
る
す
べ
を
知

ら
な
い
。
で
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た

「孤

立
」
し
た
人
を
救
う
す
べ
と
し
て
は
、

地
域
と
の
関
係
を
強
化
す
る
ほ
か
に
は

今
の
と
こ
ろ
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

う
き
は
市
で
は
、
福
祉
委
員
を
設
置

し
、
地
域
の
ち
ょ
っ
と
し
た
う
わ
さ
話

で
も
い
い
か
ら
情
報
を
出
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
地
域
の
ア
ン
テ
ナ
と
い
う
役

割
を
担

っ
て
、
隣
近
所
と
の
つ
な
が
り

を
作

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
住
民
全
員

が
福
祉
の
知
識
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
関
心
を
持

っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
の
で
、
ま
ず
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

問
題
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
調
査
す
る

と
い
う
福
祉
問
題
調
査
活
動

「福
祉
マ

ツ
プ
づ
く
り
」
を
、
子
ど
も
か
ら
車
い

す
に
乗
る
お
年
寄
り
ま
で
集
ま
っ
て
地

域
全
体
で
行
い
、
地
域
の
こ
と
や
住
環

境
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉

マ
ッ
プ
に
は
記
載
す
る

こ
と
が
難
し
い
個
別
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
福
祉
小
座
談
会
に
お
い
て
情
報
を

出
し
合
い
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
や
近
隣
で

の
支
援
の
方
法
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

・一一・一一
．
一一
一一一̈一・一一一一・一一・・

問
題
の
重
さ
で
は
な
く
、
ま
ず
は

「命

を
守
る
」
と
い
う
こ
と
が
最
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
食
事
を
渡
し
た

ら
済
む
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
と
い

う
点
に
視
点
を
向
け
、
生
き
て
い
く
上

で
支
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
な
こ
と
を
感
じ
取
り
、
そ
こ
に
何
を

つ
な
げ
て
や
れ
ば
人
間
ら
し
く
生
き
て

い
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
頭
の
中
に

思
い
描
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「孤
立
」
と
は
ホ
ー
ム
レ
ス
に
表
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
が

な
い
か
ら
ホ
ー
ム
レ
ス
で
は
な
く
、
周

り
と
の
関
係
が
な
く
な
り

「孤
立
」
し

て
し
ま

っ
た
か
ら
ホ
ー
ム
レ
ス
な
の
で

す
。
そ
れ
を
な
く
す
に
は
ま
ず
声
か
け

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
声
か
け
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
繋
が
り
が
出
来
、

「孤

立
」
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
声

か
け
か
ら
始
め
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

蝙

◎
い
じ
め
や
困
り
ご
と
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
３
金
曜
日

１０
時
～
１５
時
　

電̈
話
相
談
窓

回

公

２３
‐

２
６
１
０

この社協だよりは、共同募金のlla分金より発行しています。
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.襲千騰♂‐ペ ージ

～雄電で介饉 鰻さ藁鵞い晰方へ～

D帰 り旅行のご案内 調理日配達ボランティア募集

◎
母
子
寡
婦
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
３
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時

8寺

行 き 先

参 加 費

対 象 者

申込締切

申 込 先

家族介護者の会 「とまり木の会」では、在宅

で介護されている人を対象にリフレッシュのた

めの日帰り旅行を計画しています。介護をされ

ている方同士、 日頃の介護についてゆっくり語
り合つてはいかがですか。

配食ボランティア 「青い鳥」は、高齢者世帯

の方へ月2回お弁当を作って届けています。

一緒に料理してくれる方、配達に協力してく

れる方を募集します。活動日時・場所は下記の

とおりです。ご協力をお願いします。

大堰・本郷校区 第 1・ 3金曜日 午後 1時～
中央公民館 調理室

菊池校区   第 1・ 3金曜日 午後 1時～
就業改善センター 調理室

太刀洗校区  第204火曜日 午後 1時～
南部コミュニティーセンター 調理室

※お弁当の申し込みも受付中です。

大刀洗町社会福祉協議会 TEL77-4877

褥蜀餞鰈鶯鰊 鯰鶉褥 晰

テレビ等でおなじみの、NHK
アナウンサー 原田 徹 氏を講
師にお迎えして、朗読の基本や表

現の楽しみを楽しく教えていただ

きます。未経験者でも大歓迎です。

ぜひご参加ください。

平成 21年 3月 17日 (火 )

10:00役場出発～16:30帰着予定

玉名温泉 白鷺荘別館

1,000円

在宅で介護を行っている方

平成21年 3月 12日 (木 )

大刀洗町社会福祉協議会 TEL77-4877

平成21年 3月 3日 (火 )
13:30～ 15:00

ぬくもりの館大刀洗 会議室

福岡県家庭教育アドバイザー 浜口真由美 氏

今、必要とされている子育て支援について

どなたでも参加できます 20名程度

無料

平成21年 3月 2日 (月 )

大刀洗町社会福祉協議会 TEL77-4877

平成21年 2月 21日 (土 )
10:00～ (2時間程度)

ぬくもりの館大刀洗 会議室

朗読の基本と楽しみ

中学生以上であればどなたでも

参加できます。20名程度

無料

平成21年 2月 18日 (水 )

大刀洗町社会福祉協議会 TEL77 4877

新米ママを応援しよう !

～今も昔もお母さんは一生懸命～

楊卜雹頭扮ンなぜ珀

尤祗鸞マ褻鑽

子育て支援センターちゃおでは、お母さんた

ちが安心して子育てでき、子どもたちがすくす

く育ってくれるように、ボランティアが子育て

を応援しています。空いた時間を子どもたちと

ふれあう時間にしませんか。

8晉日

場  所

講  師

内  容

対 象 者

参 加 費

申込締切

申 込 先

場

内

対

]寺

所

容

象 者

参 加 費

申込締切

申 込 先

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。
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◎
心
配
ご
と
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
１
～
第
４
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時
　
電
話
相
談
窓

口

ａ

２３
‐

２
６
１
０

社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会 福祉振興部 相談課
〒816-0804春 日市原町3-1-7ク ローバープラザ 4階

福祉・介護分野への就業促進特別相談窓口を開設しています。

相談受付期間:平成21年 3月 31日 (火 )まで 毎日9:00～ 21:00

人材・情報課 (福岡県福祉人材センター)
春日市原町31-7 クローバープラザ東棟2階

福岡県社会福祉協議会

TEL092-584-3310

備等髪夕よ́こ―ジ

福岡県社会福祉協 会では各種相談を行っています。

相談は無 です。秘密は守ります。

相 談 の 種 類 相 談 員

日
間
号
談鵬
諸

相
利
電

相 談 内 容 等

高齢者の一般 。福祉相談

(よ ろず相談 )
本目言炎 員

人躍 L」 ～ 日躍 LJ

9:00～ 16:00

092-584‐ 3344

高齢者や家族の悩み、心配ごと、健康について等生活全般に

関すること

高
齢
者
・
障
害
者
専
門
相
談

法律相談 (予約制)

※原貝」面接
弁 護 士

水躍 日

13:00～ 16:00
092‐584-3344

金銭賃借、悪徳商法、遺産相続など、法律に関すること

医療・保健相談

(電話相談)
医   師

本躍日

12:00～ 14:00
092-584-3344

高齢者の病気についての悩み、医療に関すること

年 金 相 談 社会保険

労 務 士

金躍日

10:00～ 16:00

092-584-3344

各種公的年金の受給資格等の年金に関することや雇用保険に

関すること

高 齢 者 無 料 職 業 紹 介 相 談 員
X躍 日～ Ll躍 日
9:00～ 16:00

092‐584-3349
仕事の紹介 (主に福岡地区)、 あつせん、就労に関すること

福祉サービス苦情解決相談 本目言炎員
人躍 日～ L」躍 U
9:00～ 17:30

092‐915-3511

福祉サービス (社会福祉施設や在宅サービス等)を利用して

困つたこと、苦情に関すること

地 域 福 祉 権 利 擁 護 事 業

(日常生活自立支援事業)
本目 談 員

火曜日～日曜日

9:00～ 17:30
092-584‐ 7411

認知症、矢0的障害、精神障害などで判断能力が不十分な万の、

福祉サービスの利用や日常金銭管理に関すること

※土、日曜日、祝日も相談に応じます。ただし、毎月第4月曜日を除<月曜日 (当 日が祝日の場合はその翌日)、

年末年始 (12月 29日 ～ 1月 3日 )は休みです。相談の種類によつては、面接や手紙 |こよろ相談も受け付けます。

議

料

奪
豪
●７
轟

ま
ず
は
、
社
協
だ
よ
り
の
発
行
が
遅

く
な

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
理
由
は
、
聞
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
私
と
し
て
は
県

の
消
防
操
法
大
会
で
締
ま

っ
て
い
た
体

が
、
み
る
み
る
ゆ
る
ん
で
き
た
今
日
こ

の
頃
で
す
。
皆
様
ど
う
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

さ
て
、
先
日
福
岡
県
内
の
社
協
職
員

数
名
で
山
形
県

へ
自
主
研
修
に
行

っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
自
費
で
す
。
決
し
て

観
光
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
山

形
か
と
い
い
ま
す
と
、
戦
後
発
足
し
た

「社
会
福
祉
協
議
会
」

の
基
本
方
針
が

決
ま
っ
た
の
が
こ
の
山
形
の
地
で
、
そ

れ
に
関
わ

っ
た
当
時
の
職
員
さ
ん
に
当

時
の
話
を
聞
き
、
社
協
の
な
ん
た
る
か

を
勉
強
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
目
的
で

し
た
。
山
形
と
い
え
ば

「お
し
ん
」
で
有
名

で
す
が
、
過
去
を
見
て
み
る
と
、
子
ど

も
の
身
売
り
や
冬
場
の
出
稼
ぎ
、
そ
し

て

「雪
」
と
い
う
お
し
ん
の
ド
ラ
マ
と

変
わ
ら
な
い
厳
し
い
環
境
や
時
代
背
景

で
、

「貧
困
」
や

「死
」
と
い
う
も
の

が
日
常
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
と
、
「貧

困
」
と
い
う
も
の
は
、
内
容
は
昔
と
変

わ
り
は
す
る
も
の
の
、
現
在
の
不
況
に

よ
る
派
遣
切
り
な
ど
、
い
つ
で
も
私
た

ち
の
身
の
周
り
に
は
存
在
し
、
そ
れ
は

非
常
に
見
え
に
く
い
。

（皆
が
見
よ
う

と
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
）

そ
し
て
貧
困
に
苦
し
む
人
た
ち
は
、
自

分
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
声

を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

た
り
、
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
ち
ょ

っ
と
歩
み
寄
る
気
持
ち
を
み
な
さ
ん
が

持

つ
だ
け
で
、
住
み
よ
い
地
域
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
な
と
山
形
の
地
で
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
０
）

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。



平成21年 2月 6日 社協だより

ミみ予‐ぞダ
ーベージ

12/3東本郷ミニデイ・ 12/11南本郷ミニデイ

12月 の東本郷 。南本郷の

ミニデイでは、本郷小学校

の 5年生が授業の一環とし

て、地域で行われているミ

ニデイに参加しました。

このミニデイ体験は、東

本郷に 5年 2組、南本郷に

5年 1組が入り、各クラス

で午後からの交流メニュー

を考えました。

東本郷では、風船バレー

や昔遊び、南本郷では、 4

つのコーナーに分かれ、レ

クリエーション・折り紙・

手作りのカードゲーム・俳

句作りなどを通して、地域

の高齢者と楽しいひと時を

過ごすことが出来ました。

9/26菅野ミニデイ

菅野ミニデイでは、大堰小学校の

4年生との交流会が行われました。

交流会では、肩もみなどのふれあい

などが行われ、参加者にとっても児

童にとっても良い時間が過ごせたこ

とと思います。また、この交流会に

参加した菅野の方から大堰小学校の

4年生へ手紙が届いたそうです。

4年生のみなさま、先日はあ会い

できてほんとうにうれし<、 また楽

しい時をすごすことができましてありがとうございました。みなさまのかわいい歌声に音を思

い出して□ずさみました。また、手作りの心のこもつたプレゼントありがとうございました。

いっしよにした皿回しも楽し<、 みなさんがじょうずにできるのにおどろき、生きる力をもら

いました。本当にありがとうございました。お体に気をつけて “大堰っ子
"と して目標をもち

強<正し<前を向いて手を取り合って仲良<勉強して<ださい。
わたしも80才になりますが、みなさまの若いエネルギーをもらつて元気にしたいと思います。

お会いした8寺は声をかけましようね。またあ会いできることを楽しみにしています。
～大堰小だより 第37号より～

世代間の交流をとおして、子どもからお年寄りまでが気持よく暮らせる地域になるよう、ミ

ニデイサービスがちよっとしたきっかけになれたら素晴らしいのではないかと思いました。

◎
母
子
寡
婦
相
談
開
設
し
て
い
ま
す
　
第
３
水
曜
日
　
９
時
～
１２
時

一ｍ

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。


